
塑彫 西 日 厖

造刻
洋 本
奎耳 需

部科 科 科 分 各
科

黒白高 田中長 松結福小寺 午 誓
月

岩井村 辺村原 岡城井堀崎 月・ • IJ 

｀ 
砿‘‘‘‘ ＾ 岡松 午 は田 曜
巴山 秀、一 岡 後 ； 官
黒白 田中長藤和黒 松結 午

火 ヽ

岩井 辺村原島田田 岡城 月・• IJ 出
勤

鶴結 午 日
曜

田城 後 塁
沼白高 田中長 岡福小寺 午

大田 水
田井村 辺村原 秀井堀崎 即`・ 正

＾ 
塁

岡鶴 午
田
後曜

九

秀‘-ノ 田
月
現

＾ 
在

黒沼高 田中長 松岡 午
田 木

岩田村 辺村原 岡秀 H ・`IJ 
ヽ

＾ 長 結 午
曜

巴 城 後

ヘ
黒沼白高 田中長藤和黒 福小寺 午

金
岩、一 田井村 辺村原島田田 井堀崎 月̀IJ • 

ヘ
岡福 午
田 曜

秀、一 井 後

黒沼白高 田中長 松結福 午 土

岩 田 井村 辺村原 岡城井 月し • lj 躍

ノ、岩ヽ 年黒第学級 テ 中村 嘗ス ＾ 長 又田結第教室松第級学
営日 研井白‘岩‘一年沼 受持

造塑 助 原ヽ ハ秀ツ城、一受岡‘一受持 備
部教 他 教室 持年

師範科 究高札生 岩烹‘三年第 田‘ 

ニ授 ハ
学ノ ノ当、三第 三第寺崎ヽ課ハ 営

ス本 日 科日教室福井‘ 年
ノ 沼黒

木炭ル 表勤出 師範科
担教 福結

授業ヲ 岩黒、卒業 田‘岩第一‘ 
営志員小第 井城
ヲ 堀二

画日 ノ
示ス 望者 松‘寺教室

第

担鴬＾ 期高村‘岩黒`  — 年井白 ヲ ノ 誓
担営 内ヲ

ノ岡 年 考ス黒第 ヲ 実^崎 小
岩ッ黒四 ‘ ス以 担 技岡 堀

④
 
各
科
実
技
教
官
出
勤
日
一
覧
表
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金 闘 牙同 木同

工 按 彫上 彫上

科 科部部

籍平八石海 小千岡島大 三石 畑竹
田

矢ッI 田 巻 田美 場頭信田沢 浦川 内

同^I 同I 同I 同1 同 同I 同I 同I 同i 

人人人人人 人人人 人
ヽ

＾ 神石小千岡島古大 三石 畑竹
田 宇

矢ッI 田I 場I 頭I 三 田I 田I 沢I 浦川 内

祠I 同I 同I 同I 同ヽ 同I 同I 

と 人人人 人人人

籍平八石海 小千岡田 古宇1田同'一 沢大同，' 一 鶴 鶴
矢ッI____ 田_I___ 巻I 田I 美I 場頭I 三 田 田

同^I 同I 同I 同I 同! 同同l 

人ヽ 人人人人 人人 人人

神八石海小千岡岡島大 三石 畑竹
田田

矢睾阻勝學限犀三甲訳 浦川 内

同^I 同I 同I 同I I 同I 同I 同I 同I 同I 

人 人人人人人人 人人
ヽ

平神八海 小岡田 島古宇 三石 畑竹

田I_ 矢I 巻I 美I 場三 田I 田I 浦川 内

同I へ同I 同I 同I 同I 同I 同I 

人人人人 人人人
‘-ノ

神八海 竹小千 島 三石 畑 竹^

矢巻勝 内場頭田 浦川 、内-

0 三 火 ル生コ水行コノ事水
仲 ‘ 曜 コノト曜内卜授二耀

矢‘-ノ 第日 卜授二日こア業ナ日
四第 ア業ナハハルノ‘ンハ
ノ、年ー ルノシ箱当べ都ア綸
A晶’‘ 、 ヘ． 誓ア画 日、ン合ル画
日鍛第 、ン ル授 図 ニモ授
化金 ニ ニモ業按依卒業

学ヲ 年 依 こ期 ニ科リ業ニ
室課ハ リ付彫一期付
ニス箱 ー出塑名又出
出 名又勤ヲ出ハ勤
勤 画 出ハ七担勤研七
スヲ 勤研サ営ス究サ

第 ス究ルスル生ル
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（
「
自
明
治
四
十
四
年
至
大
正
元
年

庶
務
雑
祖
類

庶
務
掛
」。
表
中
岡
田
信
1
1
岡
田
信
一
郎
、
岡
田
三
1
1
岡
田
三
郎
助
、
海
美
1
1
海
野
美
盛
、
海
勝
1
1
海
野
勝
瑕
。）

⑤

川
端
玉
章
辞
任

「
東
京
美
術
学
校
近
事
」

(517
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
明
治
四
十
五

年
四
月
二
日
、
川
端
玉
章
は
病
気
の
た
め
辞
職
し
、
こ
こ
に
後
任
人
選
の
問
題

が
生
じ
た
。
正
木
直
彦
は
再
び
竹
内
栖
鳳
（
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
教
諭
よ
り
明

治
四
十
二
年
四
月
創
立
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
教
授
に
転
任
）
を
勧
誘
す
べ
く
、
四

月
上
旬
に
京
都
へ
赴
い
た
折
り
に
栖
鳳
と
面
談
し
た
が
、
栖
鳳
は
辞
退
し
た
。

本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
正
木
直
彦
宛
書
簡
の
中
の
栖
鳳
の
書
簡
（
明
治
四
十
五
年

四月二十九日）はその返事を認めたもので、栖鳳はかつて招聘問題で

煩わせたことのある柴田源七（偉頁参照）とも相談したりして熟慮し

たが、前々から作家としてもっと製作に親しみたいと痛感していた

上、勤務時間にも耐えられそうにないので、折角の御勧誘ではある

が辞退すると述べている。栖鳳は明治二十四年の岡倉覚三の勧誘と

同四十一年および今回の正木直彦の勧誘と三度本校からの勧誘を断

った。そのために、玉章の後任は福井江亭がつとめる形となった

師 漆 錨

範 工 造

科 科 科

鶴波白 堀石白 大坂津櫻

田I 根I 濱I 井I 井I 山I 
島I 口I _ 同田II 岡同l : 

黒同I 同I 同I 同’同’同’ 同I 同I 
岩人人人 人人人 人人人人

原波 堀石白 大坂津櫻

田根I 
井同II_井同IL_同山II _ 島同II 同口II 同田II 岡同I I 

^鶴同＇ 

田人 人人人 I人人人人
‘ーノ

＾ 鶴波白 堀石 坂津櫻

ッ田l 根I 演I 井I 井I 
同ロl― 同田1I- 岡同I 1-面I 同I 同I 同I 同I 

田人人 人人 人人人
、-

長鶴波 白^ 橋堀石 坂津櫻

原I 田I 根I 演ヽグ 本同:—井同: ^ 石井 同ロ!—同田!—岡同I I_  
石同I 同I 同I 白

井人人人演 人人井‘̀ノ 人人人

黒波白 堀石白 坂津櫻

岩根I 濱―同I I- 井同ビー井同i_同山}- 同ロII 田同II 岡同I I 
原同I 

田人人 人人人 人人人

鶴波白 橋石 坂津櫻

田 根演 本井 ロ田岡

ハ 科木ヽ 鶴^ 莱ゞ期井授i業受 ノ＾ー^ 授業 石

f志望者 牙彫 ツ田，、
、ヽ ヲ 井‘-ノ

栢本六— 担嘗営ハ
部営
ノノ 日

酋年ヽ 三生内白 ス ＾ 日學授業 日
科本
ヲ ヲ科画

琳調漆 堀井‘ 悶、一担 ‘
裳又

ス 濱ヽ^ 白 彫ハ 門ノ 漆調

＇ 
刻 卒石
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